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Target〉 変数関数の微分法については，高校で履修した初等的事項について理論
的に整理した後に，テイラー展開を中心に，関数がどのように変化するかを調
べる種々の手法を習得する．多変数関数の微分法では，偏微分法の基本的な
考えかたを学ぶ．

Outline〉 微分法．一変数および多変数の関数の微分法を学ぶ．具体的な例題を
通し基礎的な計算技術も修得する．

Keyword〉 極限, 級数, 導関数, 偏微分法
Relational Lecture〉 “Basic Mathematics/Calculus 2”(1.0)

Goal〉 1変数微分法, 多変数微分法について一定の概念的理解を得ると共に，具
体な問題について計算できるようになること．

Schedule〉
1.極限と連続関数 (1) 数列の極限
2.極限と連続関数 (2) 関数の極限値
3.極限と連続関数 (3) 連続関数
4. 1変数関数の微分 (1) 微分係数・導関数
5. 1変数関数の微分 (2) 導関数の計算法
6. 1変数関数の微分 (3) 平均値の定理，不定形の極限
7. 1変数関数の微分 (4) テイラーの定理
8. 1変数関数の微分 (5) 極値問題，近似計算法
9.多変数関数の微分 (1) 多変数関数の極限，連続性

10.多変数関数の微分 (2) 偏微分
11.多変数関数の微分 (3) 合成関数の偏微分
12.多変数関数の微分 (4) テイラーの定理，極値問題
13.多変数関数の微分 (5) 陰関数定理
14.多変数関数の微分 (6) ラグランジュの未定乗数法
15.期末試験
16.総括授業

Textbook〉 荒井正治著『理工系微分積分学』 学術図書出版社
Evaluation Criteria〉 優:期末テストで 80%以上のもの． 良:レポートなどの平常
点 (30%)期末テスト (70%)で計算して 70%以上． 可:レポートなどの平常点

(30%)期末テスト (70%)で計算して 60%以上．
Re-evaluation〉 有
Message〉 演習問題等を自分自身で考え，理解を深めてください．また，定理や
公式の証明もきちんと理解するよう心がけてください．

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=220998
Contact (Office-Hour, Room, E-mail)〉
⇒ Nabeshima (nabesima@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour: 金曜 14:

00∼ 16:00 火曜 14:00∼ 16:00)
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